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(57)【要約】
本発明は、マルチカラーの情報を表示するカラーエレク
トロルミネッセンスディスプレイ要素であって、各々の
要素は少なくとも２つの副要素を有する、カラーエレク
トロルミネッセンスディスプレイ要素を提供する。一の
副要素はエレクトロルミネッセンス物質及び蛍光物質を
有し、他の副要素は、前記エレクトロルミネッセンス物
質、及びエレクトロルミネッセンス発光の一部を選択す
るようにフィルタ物質を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチカラーの情報を表示するカラーエレクトロルミネッセンスディスプレイ要素であ
って、各々の要素は：
　少なくとも２つの副要素であって、一の副要素はエレクトロルミネッセンス物質及び蛍
光物質を有し、他の副要素は、前記エレクトロルミネッセンス物質、及びエレクトロルミ
ネッセンス発光の一部を選択するようにフィルタ物質を有する、少なくとも２つの副要素
と；
　前記エレクトロルミネッセンス発光を生成するように各々の副要素の前記エレクトロル
ミネッセンス物質に電気的励起を適用する手段と；
を有する要素。
【請求項２】
　請求項１に記載の要素であって、前記蛍光物質は赤色蛍光物質である、要素。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の要素であって、前記エレクトロルミネッセンス物質の前記発光
は緑色／青色領域にある、要素。
【請求項４】
　請求項１に記載の要素であって、前記要素は、少なくとも１つの他の副要素を有し、前
記他の副要素は前記エレクトロルミネッセンス物質、及び前記エレクトロルミネッセンス
発光の異なる一部を選択するようにフィルタ物質を有する、要素。
【請求項５】
　請求項４に記載の要素であって、前記エレクトロルミネッセンス物質は前記緑色／青色
領域で発光し、前記蛍光物質は赤色蛍光物質であり、前記フィルタ物質は青色パスフィル
タ及び緑色パスフィルタである、要素。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の要素であって、離散的な赤色パスフィルタアレイ
を更に有する、要素。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の要素であって、前記エレクトロルミネッセンス物
質は少なくとも１つの蛍光体の粒子を有する、要素。
【請求項８】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の要素であって、前記エレクトロルミネッセンス物
質は薄膜エレクトロルミネッセンス物質を有する、要素。
【請求項９】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の要素であって、前記エレクトロルミネッセンス物
質は、ＯＬＥＤ、ＰＨＯＬＥＤ（登録商標）又はＰＬＥＤ構成におけるマルチカラーアセ
ンブリの一層である、要素。
【請求項１０】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の要素であって、前記エレクトロルミネッセンス物
質は、冷陰極蛍光管の発光構成要素である、要素。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載の要素であって、電気的励起の適用による前記エ
レクトロルミネッセンス物質の前記発光は、４６０乃至５３０ｎｍの波長範囲内に１つ又
はそれ以上の極大値を有する、要素。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の要素であって、前記極大値は約４７５ｎｍに中心を有する、要素。
【請求項１３】
　請求項１に記載の要素であって、前記エレクトロルミネッセンス物質、前記蛍光物質及
び前記フィルタ物質は別々の面に形成されている、要素。
【請求項１４】
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　請求項１に記載の要素であって、前記蛍光物質及び前記フィルタ物質は一の面に結合さ
れている、要素。
【請求項１５】
　請求項７に記載の要素であって、前記少なくとも１つの蛍光体は０．１乃至５０μｍの
寸法を有する粒子を有する、要素。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の要素であって、前記粒子は０．３乃至３μｍの範囲内にある、要素
。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６の何れか一項に記載の要素であって、前記要素はフレキシブルな支持
層を有する、要素。
【請求項１８】
　請求項１乃至１７の何れか一項に記載の要素であって、前記フィルタ物質は写真用カプ
ラから成る色素が組み込まれている、要素。
【請求項１９】
　請求項１に記載の要素であって、前記蛍光物質及び前記フィルタ物質はピクチャ表現に
おいて画像状に備えられている、要素。
【請求項２０】
　請求項１に記載の要素であって、前記蛍光物質及び前記フィルタ物質は幾何学的パター
ン状に備えられている、要素。
【請求項２１】
　請求項１に記載の要素を複数有するエレクトロルミネッセンスディスプレイであって、
各々の副要素は別個に駆動される、エレクトロルミネッセンスディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーディスプレイの分野、特に、電子ディスプレイを用いる業界で用いる
エレクトロルミネッセントディスプレイ及び構成要素に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間の目は、知覚可能な色全てを表現する３つの色、即ち、赤色、緑色及び青色を認識
することができる。色情報を表示するためには、色空間の表現を得るように可変量の赤色
、緑色及び青色光を生成する必要がある。
【０００３】
　このことを達成する一方法は、赤色、緑色又は青色光を各々が出射する２つの副要素を
有する各々の表示要素又は画素を備えることである。このようにして、何れかの色が、画
像の何れかの点において生成されることが可能であり、フルカラーの映像の画像表示が可
能である。必要な原色の光のみを出射する副要素を備えることは電気的に効率的であるが
、このことは、ディスプレイ製造過程にかなりの複雑性をもたらすものである。この理由
のために、低効率であるが、製造が簡単で、コストを節約することができる他の方法が開
発されてきた。
【０００４】
　典型的には、単純なアニメーションのための静止画像又は情報の表示で用いるマルチカ
ラーの情報を表示する他の方法は、必要な画像を表示する必要がある場合、又はアニメー
ションの特徴が明るくなる必要がある場合のみに、適切に、所望の表示色に適合し且つエ
レクトロルミネッセンス材料を堆積する原色を選択することである。例えば、ある広告又
は看板のアプリケーションにおいては、ディスプレイにおける何れかの点で何れかの色を
表示することが可能でなく、このことは可能でない。最適な原色を選択する一有利点は、
例えば、企業のロゴの適切な色のマッチングが得られることである。一部の看板のアプリ
ケーションにおいては、必要な色情報全てを表示するように用いられる２つの原色のみを
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必要とする。
【０００５】
　交流型エレクトロルミネッセンス励起のための従来の粉末蛍光体、代表的には、銅がド
ープされている硫化亜鉛は、緑色／青色（ＧＢ）波長領域で最も効率的に発光する。三原
色がフィルタリングされることが可能である広帯域の白色発光を得るように、第２蛍光体
か又は第２蛍光体のどちらかを添加することは習慣的なことである。このことは、“Ｃｏ
ｌｏｒ　Ｂｙ　Ｗｈｉｔｅ”（ＣＢＷ）として知られている。ＣＢＷは、各々の原色を生
成するために、他の２つの原色はフィルタリング除去される必要があるために、本質的に
非効率である。交流型エレクトロルミネッセンス（ＡＣＥＬ）ディスプレイの場合、白色
はしばしば、導き出された赤色の原色が弱くなるように、赤色の波長において不十分にさ
れる。有機材料を用いて青色発光を直接、赤色光に変換することは、大きいストークスシ
フトを有する蛍光体を必要とする。このことは、典型的には、非効率な変換処理である。
【０００６】
　２つ又はそれ以上の発光材料から三原色を得るカラー発光ディスプレイにおいて存在す
る他の問題点は、ディファレンシャルエージングの問題点である。これは不所望の色ずれ
をもたらし、そして材料の一が他の材料と異なる速度でエージングするときに生じる。
【０００７】
　Ｉｆｉｒｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ＩｎｃはＣｏｌｏｒ　Ｂｙ　Ｗｈｉｔｅ（登録商
標）として知られているシステムを用いている。そのＣｏｌｏｒ　Ｂｙ　Ｗｈｉｔｅ（登
録商標）はニュートラルフィルタを用いて青色出力を減少させていて、これについては、
国際公開第２００４／０３６９６１号パンフレットを参照されたい。このシステムは薄膜
エレクトロルミネッセンスのために用いられている。
【０００８】
　他のエレクトロルミネッセンスソースとしては、薄膜装置、例えば、有機光発光ダイオ
ード（ＯＬＥＤ）及び高分子発光ダイオード（ＰＬＥＤ）、特に、蛍光性ＯＬＥＤ（ＰＨ
ＯＬＥＤ（登録商標））を有することが可能である。フルカラーディスプレイの提案にお
いては、ＰＨＯＬＥＤ（登録商標）装置の有利な効率は、適切な青色ＰＨＯＬＥＤを製造
する能力がないことにより損なわれる。しかしながら、スペクトルの青色及び緑色領域に
おいて僅かに長い波長を発光する高出力のＰＨＯＬＥＤ（登録商標）については開示され
ていて、それについては、例えば、米国特許第６９１６５５４号明細書を参照されたい。
【特許文献１】国際公開第２００４／０３６９６１号パンフレット
【特許文献２】米国特許第６９１６５５４号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、エレクトロルミネッセンスソースにより高効率のフルカラーを与える
ことである。フルカラーは、少なくとも３つの原色、代表的には、赤色、緑色及び青色を
有するが、本発明はそれらに限定されるものではない。本発明は、例えば、ＲＧＢ＋白色
又はＲＧＢ＋シアン色のような４原色に同様に適用可能である。
【００１０】
　ＣＢＷ方法を用いる現在の製品は非効率的である。典型的な放射輝度出力は、Ｗ／ｓｒ
／ｍ２を単位として測定され、フィルタリングする前には、オリジナルの光発光の１０％
以下である。
【００１１】
　市販されている有機色素は、蛍光体と共に用いられるとき、典型的には、低い紫外線安
定性及び色度位置を有する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明にしたがって、マルチカラー情報を表示するカラーエレクトロルミネッセンスデ
ィスプレイのための要素であって、各々の要素は少なくとも２つの副要素を有し、１つの
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副要素はエレクトロルミネッセント材料及び蛍光材料を有し、他の副要素はエレクトロル
ミネッセンス材料及びエレクトロルミネッセンス発光の一部を選択するためのフィルタ材
料を有する、要素と、エレクトロルミネッセンス発光を生成するように各々の副要素のエ
レクトロルミネッセンス材料に電気的励起を適用する手段と、を備えている。
【００１３】
　本発明の好適な実施形態は、写真用カプラから形成される色素が組み込まれたフィルタ
アレイを有する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、従来技術に比べてかなり高い効率を達成することができる。単独の蛍光体が
エレクトロルミネッセンス材料として用いられる一実施形態においては、エレクトロルミ
ネッセンス蛍光体の蛍光材料の混合物が用いられる場合に、異なるエージングの影響下に
置かれることはない。
【００１５】
　写真用カプラの色素は、従来技術において、以前から用いられている色素に比べてより
高い安定性を有する。
【００１６】
　開示し、請求している本発明は、かなり改善された効率で表示について必要なヨーロッ
パ放送連合（ＥＢＵ）の色域を与える。
【００１７】
　本発明は、高効率で低価格のカラーディスプレイを与える。そのディスプレイは軽量で
あり、低い据え付け及び配送コストに繋がる。更に、本発明は、製造が容易である。その
ディスプレイの好適な実施形態は倣い性がよく、曲げることが可能である。
【００１８】
　フルカラーの画素化ディスプレイを製造するように緑色／青色ＰＨＯＬＥＤ（登録商標
）光源と共に用いるとき、本発明は、各々のＯＬＥＤの画素が同じであることを可能にし
、それ故、ＯＬＥＤの製造は少ない堆積ステップ及び１つのマスクのみを必要とし、それ
故、コストパフォーマンスが高い。
【００１９】
　本発明について、以下に、図を参照して詳述する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　ＸＹマトリクスのフルカラーディスプレイには、２つの駆動の種類、即ち、パッシブマ
トリクス方法及びアクティブマトリクス方法がある。
【００２１】
　パッシブマトリクス（又は、マルチプレクス駆動）方法においては、各々のＹ走査線の
Ｘ画素は所定の滞留時間の間にアドレス指定され、“ｎ”個のＹ線のフルフレームは、単
に１／ｎのみの小さい比のデューティサイクルにおいて走査される。エレクトロルミネッ
センス要素が、閾値“オン”状態を示すとき、そのことは、低コストのバックプレーンの
単純性の有利点を提供する。
【００２２】
　アクティブマトリクス方法においては、各々の（Ｘ，Ｙ）画素は、薄膜トランジスタ（
ＴＦＴ）等のそれ自体が内蔵された能動装置により駆動される。アクティブマトリクスア
ドレッシングは、略１００％の大きい比率のデューティサイクルを可能にするために、抵
抗率のエレクトロルミネッサを収容することが重要である場合に、好ましい。
【００２３】
　本発明においては、アクティブマトリクスディスプレイに関して説明している。アクテ
ィブマトリクスの実施形態は、クロストークを有することがないために好ましい。アクテ
ィブマトリクスの実施形態はまた、ディスプレイのより高い制御性を与える。
【００２４】
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　図１は、緑色／青色（ＧＢ）画素化ディスプレイによりアクティブマトリクスのカラー
の層構造の模式図である。
【００２５】
　下記の本発明の実施形態においては、エレクトロルミネッセンス材料は少なくとも１つ
の蛍光体の粒子を有する。本発明はこの実施形態に限定されるものではなく、何れかの適
切なエレクトロルミネッセンス材料は蛍光体の粒子の代わりをすることが可能である。
【００２６】
　支持層２は、画素化導体及びＸＹアドレスドライバを備えている。その層はプラスチッ
クであることが可能であるが、このことは本発明の本質的なものではない。好適には、支
持層は、このことが有利であるように、フレキシブルである。フレキシブルな支持は、好
ましい形状に曲げる又は従うことが可能であり、壊れることはない。しかしながら、本発
明は、フレキシブルな支持層に限定されるものではない。少なくとも１つの蛍光体を有す
る層４は支持層の上に備えられる。蛍光体は、誘電体バインダ内に粒子の状態で備えられ
る。本発明の一実施形態においては、層４は単一の蛍光体のみを有する。しかしながら、
その層は蛍光体の混合物を有することが可能である。蛍光体粒子は、好適には、層４が支
持層２にコーティングされることが可能であるような大きさを有する。その粒子の適切な
大きさは、それ故、０．１乃至５０μｍの範囲内にある。好適には、その大きさは０．３
乃至３０μｍの範囲内にある。更に好適には、その範囲は０．３乃至３μｍである。
【００２７】
　その層４の上には、透明な導電面６が備えられている。その導電面の物質は、ＩＴＯ等
の無機物質、ＰＥＤＯＴ／ＰＳＳ等の有機物質又は金属であることが可能である。
【００２８】
　カラー変換アレイ１４が、導電面６の上に備えられる。カラー変換アレイは、カラーフ
ィルタアレイ及び赤色蛍光体層８を有する。ＵＶフィルタオーバーコート１５がカラー変
換アレイ１４の上に備えられる。
【００２９】
　図２は、ランプアセンブリ１６及び赤色蛍光層８と共に、光学的に画像化されるフィル
タアレイの基本的な実施形態の模式図を示している。フィルタアレイは、不連続な青色フ
ィルタ１、不連続な緑色フィルタ３及び不連続な赤色フィルタ（図示せず）を有すること
が可能である。赤色パスフィルタは本発明にとって不可欠でないが、実際の実施形態にお
いては有利である。
【００３０】
　表示要素は少なくとも３つの副要素を有する。各々の副要素は、エレクトロルミネッセ
ンス物質、及び赤色蛍光体、青色パスフィルタ又は緑色パスフィルタの少なくとも一を有
する。
【００３１】
　例示目的で、フィルタ及びエレクトロルミネッセンス物質が、異なる別々の面において
示されている。しかしながら、それらのフィルタは別々の面に限定されるものではなく、
単独の面に均一に備えられることが可能である。更に、赤色蛍光体層８はまた、フィルタ
層の少なくとも１つにより及び例示している異なる面において均一であることが可能であ
る。それらの層の相対的な位置は、互いに対して又はランプアセンブリ１６に対して例示
しているものに限定されるものではない。
【００３２】
　赤色蛍光体、青色パスフィルタ及び緑色パスフィルタは、ピクチャ表現における画像状
に備えられることが可能である。赤色蛍光外、青色パスフィルタ及び緑色パスフィルタは
、幾何学的パターン状に備えられることが可能である。
【００３３】
　好適には、フィルタアレイは、写真用カプラから形成された色素を組み込んでいる。写
真用色素は、代表的には、非蛍光性の高吸収性色素であり、他の色素のクラスにおけるそ
のようなアレイの製造について多くの有利点を有する。それらの色素は、高い空間的精度
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で写真処理によりフレキシブルな基板上に画像状にパターニングされることが可能である
。この場合、それらの色素は、ゼラチンのような親水性ポリマー中に分散された疎水性の
油滴状になっている。ゼラチン（又は、類似するポリマー）の酸素バリア特性、油滴中へ
の安定剤の付加的混入、及び色素の最低励起一重項は、極めて寿命が短い（サブｐｓｅｃ
）ことが、光化学分解に対して良好な保護を与えることができるように組み合わされる。
それ故、写真用色素は、従来技術でフィルタにおいて用いられている色素に比べて高い安
定性を与える。最終的に、異なるクラスの写真用色素は、可視光領域に亘る吸収をもたら
し、それらのクラス自体、多様な色管理を与えるフィルタアレイのデザインに繋がる。
【００３４】
　それらのフィルタは、例えば、βケトカルボキサミド、ピラゾロン、ピラゾロトリアゾ
ール、フェノール及びナフトール等の何れかの写真用カプラのクラスから得られる。その
フィルタはまた、例えば、クマリン、ポルフィリン、ナフタルイミド、ジシアノメチレン
、オキサジン又はカルボシアニン等の色素レーザで用いられるクラスを有する何れかのク
ラスの１つ又はそれ以上の蛍光色素を有することが可能である。それらの色素は単なる例
示であって、何れかの適切な色素を用いることが可能であることを、当業者は理解するこ
とができるであろう。
【００３５】
　フィルタアレイは、何れかの適切な方法により形成されることが可能である。例えば、
フィルタは、インクジェット印刷、スクリーン印刷、グラビア印刷、フレキソ印刷又は平
版印刷により形成されることが可能であるが、それらに限定されるものではない。フォト
イメージング処理により、２つのフィルタ及び単独の蛍光体が、光露光にしたがって現像
されるフィルタアレイを形成することが可能である。他の堆積及びパターニング方法が、
同様に可能である。
【００３６】
　本発明にしたがって、エレクトロルミネッセンス物質は、電界が印加される緑色／青色
領域の光を発光する。有用な発光は、最終的には、好適には、達成可能な色域と放射輝度
出力との間の妥協として略４７５ｎｍに最大中心を有する、４６０乃至５３０ｎｍの範囲
内に１つ又はそれ以上の最大値を有する、４００乃至５５０ｎｍの範囲内にある。所望の
色度座標を達成するように、光発光は、有色フィルタ１０を透過する必要がある。
【００３７】
　実施例
　ｘ＜０．２、ｙ＜０．２の範囲に色度座標を有する青色画素を得ることは好ましいこと
である。これを達成するためには、５９０ｎｍの吸収ピーク、浅色半値幅（ＨＨＷ）＝５
５ｎｍ、深色半値幅（ＢＨＷ）＝４５ｎｍ及びＤ＝１．５（ここで、Ｄはデカディック吸
収度である）を有するフィルタが必要である。このフィルタは、０．２乃至０．９の、好
適には、０．４以上の、更に好適には、０．７以上の放射輝度効率を有する必要がある。
ここで、放射輝度効率は、白色光を用いて、フィルタなしの理想的なリフレクタに対する
フィルタを有する理想的なリフレクタの放射輝度比（ｗ／ｓｒ／ｍ２）として定義される
。
【００３８】
　ｘ＞０．１１及びｙ＞０．４５の範囲に色度座標を有するためには、４３０ｎｍの吸収
ピーク、ＨＨＷ＝５５ｎｍ、ＢＨＷ＝４５ｎｍ及びＤ＝１．６を有するフィルタを備える
ことが必要である。このフィルタは、０．２乃至０．７の、好適には０．４以上の、最も
好適には０．６以上の放射輝度効率を有する必要がある。
【００３９】
　赤色画素を得るためには、ｘ座標は０．６以上である必要がある。赤色蛍光層における
蛍光要素は、６００乃至６５０ｎｍの範囲内のピーク発光と、ＨＨＷ＝２１及びＢＨＷ＝
４２を有する光を発光する。エレクトロルミネッセンス物質と組み合わされている赤色蛍
光体８における蛍光要素の効率は、０．２乃至１の範囲内、好適には、０．５以上である
必要がある。
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【００４０】
　図２を再び参照するに、ランプアセンブリ１６は、電極間に備えられている無機蛍光体
を有する平行平板コンデンサ装置である。電極におけるＡＣ電圧の印加は、光を発光する
ようにするエレクトロルミネッセンス物質内で変化する電界を生成する。安全な操作には
、通常、インバータにより電力供給されるエレクトロルルミネッセンスランプが必要であ
る。インバータは、代表的には、６０乃至１１５Ｖ　ＡＣ及び役４００Ｈｚの周波数を生
成するＤＣ－ＡＣコンバータである。電極間の無機蛍光体は、図１に示している誘電性バ
インダにおけるＡＣＥＬ蛍光体粒子と同等である。
【００４１】
　上の説明は、アクティブマトリクスディスプレイに関するものである。本発明について
は、パッシブマトリクスディスプレイと共に使用されることが同様に可能であることが理
解できる。
【００４２】
　本発明については、特に蛍光体の使用に関連して説明している。しかしながら、上記の
ように、本発明は蛍光体に限定されるものではない。本発明で用いることが可能である他
のエレクトロルミネッセンス物質は、薄膜エレクトロルミネッセンス物質、ＯＬＥＤ、Ｐ
ＨＯＬＥＤ（登録商標）又はＰＬＥＤ構成におけるような多層アセンブリの１つの層若し
くは冷陰極蛍光管の発光構成要素を含むが、それらに限定されるものではない。
【００４３】
　モデリングソフトウェアが、下記のように、フィルタをデザインする便利な助けとして
説明されている。
【００４４】
　ソフトウェアへの入力は何れかの光源のスペクトルプロファイルである。これは、標準
的な光源、例えば、文献“Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ　Ｃｏｌｏｕｒ”，ｂｙ　Ｒ．Ｇ．Ｗ．Ｈ
ｕｎｔ（１９９１）におけるＡ，Ｄ６５である、実験的に特徴付けられたものである又は
シミュレートされた仮想プロファイルである光源であることが可能である。そのプロファ
イルは、標準的なＣＩＥのｘ、ｙ及びｚ等色関数及び正規化された（即ち、ｘ＋ｙ＋ｚ＝
１であるように）合成積分により折り返される。１９３１年及び１９６４年の両方の規格
が適合されている。それぞれの正規化されたｘ値及びｙ値は、光源のＣＩＥ色座標である
。その場合、連続的なフィルタが、光源特性に、同様に、決定された透過光の新しいｘ及
びｙ色座標に課せられることが可能である。個々のフィルタは、図４に示す４つのパラメ
ータにより表される。単独の吸収体を有するフィルタの通常の非対称のプロファイルは２
つのガウシアンの半分としてシミュレートされ、それら半分の一は、波長λｍａｘにおけ
る最大値の“深色”側に対するものであり、他は、“浅色”側に対するものである。各々
の側は、半値幅（ＨＷＨＭ）、即ち、Ｂ及びＷのそれぞれにより特徴付けられる。Ｄはラ
ムダ最大値における吸収率で表される。
【００４５】
　複合フィルタが、図４に示す種類の複数の個別のプロファイルから累積して構築され、
透過光のｘｙ色座標が各々の段階でモニタされる。
【００４６】
　本発明の目的のために、エレクトロルミネッセンス物質からの通常の発光のスペクトル
限界が、一方で、緑色及び青色原色がフィルタリングにより再生される効率により、他方
で、最適な全範囲により緑色及び青色原色の両方を十分に再生する範囲を橋渡しする幅に
より決定される。それの最適なものについて、次の表に示している。
【００４７】
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【表１】

　ＣＲＴディスプレイの色域は用いられる物質により決定される。全ＣＩＥ色空間におい
ては、ＣＲＴディスプレイに対して利用可能である色空間は、ＣＩＥ色空間において略三
角形であり、青色についてはｘｙ座標で（０．１４，０．０７）、緑色については（０．
２７，０．８０）及び赤色については（０．６３，０．３３）で境界付けられるとして一
般に受け入れられている。
【００４８】
　本発明については、上で好適な実施形態を参照して詳述している。本発明の範囲内で変
形及び修正が有効であることを、当業者は理解することができるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】緑色／青色（ＧＢ）画素化ディスプレイによるアクティブマトリクスカラーの層
構造の模式図である。
【図２】光学的に画像化するフィルタアレイの基本的な実施形態の断面の模式図である。
【図３】理想的なフィルタを特徴付ける重要なパラメータを示す図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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【国際調査報告】
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